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東京清掃労働組合退職者会機関紙

陣馬山山頂から富士山を臨む

　

憲
法
公
布
か
ら
75
年
、
11
月
３

日
に
「
秋
の
憲
法
集
会
」
が
国
会

正
門
前
で
開
か
れ
、
現
地
１
２
０
０

人
、
オ
ン
ラ
イ
ン
１
４
０
０
人
が
参

加
し
ま
し
た
。
退
職
者
会
は
現
地

参
加
９
人
で
し
た
。

　

主
催
者
挨
拶
を
し
た
高
田
健
さ

参
議
院
選
挙
で
勝
利
し
、
政
治
を

変
え
よ
う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

10
月
31
日
に
行
わ
れ
た
総
選
挙

で
は
、
自
民
党
の
議
席
数
を
減
少

さ
せ
、
多
く
の
小
選
挙
区
で
僅
差

ま
で
迫
り
ま
し
た
が
、
立
憲
野
党

も
議
席
を
減
ら
し
、
そ
の
隙
間
に

つ
け
込
ん
だ
の
が
維
新
で
し
た
。

　

維
新
の
政
治
姿
勢
は
、
格
差
を

拡
大
さ
せ
て
き
た
新
自
由
主
義
で

す
。
そ
し
て
、
改
憲
勢
力
で
す
。

　

３
日
の
憲
法
集
会
で
も
、
松
井

維
新
代
表
の
「
来
年
の
参
院
選
と

同
時
実
施
で
改
憲
の
国
民
投
票
を
」

発
言
（
２
日
）
が
、警
戒
感
を
も
っ

て
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

自
公
＋
維
新
で
衆
院
は
改
憲
発

議
に
必
要
な
３
分
の
２
に
達
し
ま

し
た
。参
院
は
３
分
の
２
に
は
な
っ

て
い
ま
せ
ん
が
、
一
部
野
党
が
乗

る
危
険
性
が
あ
り
、
立
憲
の
右
傾

化
も
心
配
で
す
。
強
ま
る
と
み
ら

れ
る
改
憲
の
風
を
止
め
る
た
め
、

市
民
と
労
働
者
が
連
携
し
て
闘
う

陣
形
を
つ
く
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

ん
は
「
マ
ス
コ
ミ
は
野
党

共
闘
が
野
党
の
議
席
を
減

ら
し
た
か
の
よ
う
に
報
じ

て
い
る
が
、
野
党
共
闘
な

し
に
62
小
選
挙
区
の
勝
利

は
な
か
っ
た
。
自
民
党
の

閣
僚
や
重
鎮
を
倒
し
、
不

十
分
な
が
ら
成
果
を
あ
げ

た
。
悪
政
を
進
め
る
政
府

と
対
決
し
、
改
憲
を
阻
止

す
る
た
め
、
市
民
と
立
憲

野
党
の
運
動
を
強
め
、
基

盤
を
広
げ
、
来
年
７
月
の

自
民
・
維
新
に
よ
る
憲
法
改
悪
の

野
望
を
打
ち
砕
こ
う
！

平
和
と
い
の
ち
と
人
権
を
！

11
・
３
憲
法
大
行
動

市
民
と
立
憲
野
党
の
共
闘
は

不
十
分
な
が
ら
成
果
あ
り

維
新
は
新
自
由
主
義
で
改
憲
派

代
表
が
「
改
憲
促
進
」
発
言

強
ま
る
改
憲
の
風
を
止
め

よ
う
！
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
改
憲
！

司会は講談師の神田香織さん
主催者挨拶は高田健さん
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８
回
目
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
、

東
京
の
ス
ポ
ッ
ト
め
ぐ
り
「
中
央

区
編
」
は
「
佃
・
月
島
探
訪
と
、

も
ん
じ
ゃ
」。
昨
年
11
月
と
今
年
５

月
の
２
度
断
念
し
た
因
縁
の
企
画
。

　

久
し
ぶ
り
に
み
ん
な
と
あ
�
て

　

飲
め
て
�
本
当
に
嬉
し
か
�
た

　

10
月
20
日
快
晴
、
10
時
に
月
島

駅
に
集
合
、参
加
者
は
16
人
、佃
島
・

石
川
島
見
学
へ
し
ゅ
っ
ぱ
あ
～
つ
。

　

佃
天
台
地
蔵
尊
、
佃
波
除
稲
荷
、

佃
小
橋
、
佃
ま
ち
か
ど
展
示
館
、

佃
島
渡
船
場
、
住
吉
神
社
、
石
川

島
燈
台
跡
を
め
ぐ
り
、
徳
川
家
康

所
縁
の
佃
島
と
松
平
定
信
・
長
谷

川
平
蔵
に
よ
る
石
川
島
人
足
寄
場

な
ど
、
江
戸
期
の
歴
史
の
痕
跡
を

探
索
、
江
戸
末
期
創
設
の
石
川
島

造
船
所
（
現
Ｉ
Ｈ
Ｉ
、
旧
石
川
島

播
磨
重
工
）
石
川
島
資
料
館
を
見

学
。
佃
煮
発
祥
の
佃
島
へ
来
た
か

ら
は
と
、
佃
煮
店
を
め
ぐ
っ
て
お

買
い
物
も
楽
し
み
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、下
町
風
情
が
残
る
「
月

島
西
仲
通
り
」（
も
ん
じ
ゃ
ス
ト

リ
ー
ト
）
で
、
も
ん
じ
ゃ
コ
ー
ス

の
お
昼
、
参
加
者
は
満
面
の
笑
み
。

飲
ん
で
食
っ
て
、
午
後
２
時
に
解

散
し
た
と
き
は
フ
ラ
フ
ラ
の
人
も
。

　

後
日
、「
楽
し
か
っ
た
あ
」
と
い

う
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

石川島燈台跡

久しぶりの宴会なので　　
エンドレスを心配したほど

楽
し
か
�
た
ね
え
�

参
加
者
の
笑
顔
が
弾
け
た
佃
・
月
島
探
訪

　

10
月
25
日
の
幹
事
会
・
専
門
部

会
で
、
３
面
記
載
の
「
来
春
ま
で

の
行
事
計
画
」
と
、
旅
費
支
払
い

方
法
と
親
睦
行
事
等
の
連
絡
方
法

見
直
し
な
ど
を
検
討
し
、
書
面
開

催
と
し
た
第
13
回
定
期
総
会
の
議

案
を
最
終
決
定
し
ま
し
た
。

　

３
面
に
掲
載
し
た
行
事
の
開
催

日
程
を
決
め
ま
し
た
。
春
の
学
習

会
も
３
月
上
旬
頃
の
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
介
添
え
が
必
要
な
方
が

行
事
に
参
加
し
や
す
く
す
る
た
め
、

11
月
26
日
の
日
帰
り
バ
ス
旅
行
で

は
、
バ
ス
代
等
の
固
定
費
用
を
除

く
必
要
経
費
分
の
み
負
担
し
て
い

た
だ
く
「
介
添
え
の
方
割
引
き
」

を
設
定
し
ま
し
た
。
介
添
え
の
方

の
旅
行
会
費
は
２
千
円
で
す
。

　

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
は
、
来
年
１
月

17
日
よ
り
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
を
有

第１回
幹事会

来
春
ま
で
の
行
事
計
画
�
総
会

議
案
の
最
終
決
定
�
旅
費
支
払

い
方
法
見
直
し
�
親
睦
行
事
等

連
絡
方
法
見
直
し
な
ど
を
検
討

介
添
え
の
方
割
引
き
を
設
定

料
化
し
、
料
金
も
値
上
げ
し
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
預
金
引
出
し
の

際
51
枚
以
上
の
金
種
指
定
が
有
料

に
な
り
ま
す
。
会
の
金
を
一
銭
で

も
無
駄
に
し
た
く
な
い
と
い
う
思

い
か
ら
、
旅
費
支
払
い
口
座
を
手

数
料
不
要
の
労
金
に
切
換
え
ま
す
。

　

た
だ
し
、
労
金
は
近
場
に
な
く

小
回
り
が
利
か
な
い
の
で
、
旅
費

支
給
を
現
在
の
年
５
回
か
ら
３
回

に
減
ら
す
こ
と
に
し
ま
す
。
多
少

迷
惑
が
か
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

会
の
行
事
等
参
加
連
絡
は
、
こ

れ
ま
で
文
書
郵
送
を
原
則
に
し
て

い
ま
し
た
が
、
気
軽
に
参
加
で
き

る
よ
う
、
Ｎ
Ｅ
Ｔ
対
応
を
中
心
に

電
話
受
付
を
可
能
と
し
ま
す
。
た

だ
し
、
電
話
申
込
み
は
受
け
た
役

員
が
忘
れ
る
危
険
性
も
あ
り
ま
す
。

過
去
に
も
事
例
が
あ
る

の
で
、
そ
こ
が
少
々
心

配
な
の
で
す
が
…
。

旅
費
支
払
い
は
年
３
回
制
に

行
事
参
加
受
付
は
Ｎ
Ｅ
Ｔ
と
電
話
で
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お花見ウォーキング
３月２９日（火）

▼場　所　小金井公園
▼実施方法　桜の木下で…（武蔵小金井駅集合）
▼参加費　詳細は検討中

２月１０日 ( 木 )

演芸を楽しむ会
▼寄　席　「国立演芸場」２月上席

※開演時間 13 時～ 15 時 30 分
出演７組のコンパクト
な開催方式に変更

▼参加費　12 月幹事会で開催細目
　　　　　が決まり次第、ご案内
　　　　　差し上げます。

　今年はコロナで中止しましたが、来春は
是非、みんなで集まりたいものです。

▼時　間　11 時 45 分～ 14 時　
▼場　所　飯田橋「焼鳥すいけん」
　　　　　＊会場をまた変えました。
　　　　　　清掃会館のすぐそばで、若い人
　　　　　　たち中心の活気がある店です。
▼参加費　2,000 円（予定）
　　　　　＊例年同様「開運ジャンケン大会
　　　　　　」などのパフォーマンスも予定

▼募　集　１月７日までに連絡ください。
（コロナが再拡大した場合は中止）

来年３月までの主な行事案内

11月2６日（金）
池袋西口「東京芸術劇場」前

午前７時 50 分集合
参加費６,000 円

＊ 深谷乗下車の場合：5,000 円
　＊ 付添い参加の方：2,000 円

〈 主な見学先など 〉
池袋西口～練馬区役所前～（高坂ＳＡ）
～ JR 深谷駅～渋沢栄一記念館（渋沢栄
一アンドロイド）～渋沢栄一生家（昼食後
見学）～誠之堂・清風亭～滝澤酒造（買
物）～道の駅おかべ（買物）～ JR 深
谷駅～（三芳ＰＡ）～練馬区役所前～
池袋西口（17 時５分の予定）

※参加申込みは 11 月 16 日（火）まで延
長しました。大至急連絡ください。

秋の親睦日帰りバス旅行

新壱万円札の顔
渋沢栄一史跡めぐり

渋沢栄一生家

新春の集い
１月２２日（土）

「新春の集い 2020」（庄司会長の挨拶シーン）

渋沢栄一　　
アンドロイド

出演７組のコンパクト

参加費　12 月幹事会で開催細目
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地
公
退
は
、
９
月
21
日
、
岸
参

議
院
議
員
立
会
い
の
も
と
「
総
務

省
要
求
」
を
提
出
し
、
即
日
回
答

を
得
ま
し
た
。
今
年
は
「
ふ
る
さ

と
納
税
」「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
」
な

ど
新
項
目
も
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。

主
な
回
答
◆
は
以
下
の
通
り
で
す
。

◆
被
用
者
年
金
制
度
全
体
の
公
平

性
・
安
定
性
確
保
の
観
点
か
ら
一

元
化
し
た
。
一
元
化
後
、
19
年
に

厚
生
年
金
部
分
の
財
政
検
証
が
行

わ
れ
た
。
今
後
も
、
引
続
き
関
係

者
の
意
見
等
も
充
分
伺
い
つ
つ
対

応
し
て
い
き
た
い
。

▼
要
求
…
①
年
金
制
度
と
財
政
安

定
化
の
た
め
、
雇
用
の
安
定
・
質

向
上
、
賃
金
改
善
、
次
世
代
育
成

支
援
充
実
を
図
る
こ
と
。
②
マ
ク

ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
制
度
の
在
り
方

は
、
現
受
給
者
の
年
金
を
守
り
つ

つ
将
来
世
代
が
貧
困
に
陥
ら
な
い

年
金
額
を
確
保
で
き
る
こ
と
を
重

視
し
、
関
係
者
と
協
議
す
る
こ
と
。

年
金
・
介
護
と
医
療
・
税
制
・
脱
原
発
等

年
金
制
度
と
財
政
の
安
定
化

被
用
者
年
金
一
元
化
の
検
証

ま
た
、
介
護
基
盤
整
備
は
、
地
方

財
政
措
置
に
加
え
、
地
域
医
療
介

護
総
合
確
保
基
金
に
よ
る
財
政
支

援
が
行
わ
れ
て
い
る
。
厚
労
省
に

所
要
の
国
費
確
保
を
要
請
す
る
と

と
も
に
、
適
切
に
地
方
財
政
措
置

を
講
じ
、
介
護
基
盤
の
計
画
的
整

備
推
進
へ
向
け
て
対
応
す
る
。

▼
要
求
…
生
活
保
護
基
準
の
復
元
、

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
策
の
確
実

な
事
業
実
施
↓
◆
回
答
な
し
。

▼
要
求
…
「
寄
付
控
除
」
の
原
点

に
返
る
べ
き
↓
◆
回
答
…
一
定
の

ル
ー
ル
の
も
と
、
適
正
な
運
用
に

取
組
ん
で
お
り
、
納
税
者
に
理
解

い
た
だ
き
な
が
ら
取
組
ん
で
い
く
。

▼
要
求
…
①
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
実

現
へ
尽
力
を
、
②
個
人
情
報
保
護

等
に
問
題
が
あ
る
デ
ジ
タ
ル
化
法

を
見
直
す
こ
と
、
③
原
子
力
発
電

の
見
直
し
、
脱
原
発
社
会
実
現
。

④
カ
ジ
ノ
賭
博
合
法
化
法
廃
止

◆
回
答
…
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
り
業

務
効
率
化
が
図
ら
れ
る
。
個
人
情

報
保
護
に
留
意
し
つ
つ
取
組
む
。

そ
の
他
は
回
答
な
し
。

旨
を
踏
ま
え
た
社
会
的
責
任
投
資

は
、
各
地
方
公
務
員
共
済
組
合
で

実
施
し
て
お
り
、
今
後
、
さ
ら
に

検
討
が
進
む
も
の
と
考
え
て
い
る
。

◆
追
加
費
用
の
削
減
は
、
本
人
負

担
が
少
な
か
っ
た
恩
給
期
間
分
を

負
担
に
見
合
う
水
準
に
す
る
も
の
。

沖
縄
の
追
加
費
用
期
間
が
長
い
の

は
、
沖
縄
以
外
の
地
共
済
法
適
用

が
62
年
12
月
、
沖
縄
は
66
年
７
月
、

恩
給
期
間
が
違
う
た
め
生
じ
た
。

◆
追
加
費
用
の
削
減
に
当
た
り
、

①
減
額
率
上
限
は
恩
給
期
間
を
含

む
共
済
年
金
全
体
の
10
％
、
②
年

230
万
円
以
下
の
給
付
は
減
額
し
な

い
措
置
を
講
じ
、
配
慮
し
て
い
る
。

◆
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構

築
は
「
団
塊
の
世
代
」
全
員
が
75

歳
以
上
に
な
る
25
年
を
目
指
し
て

お
り
、
医
療
計
画
と
介
護
保
険
事

業
の
整
合
性
確
保
の
上
で
、
地
域

医
療
と
介
護
を
総
合
的
に
確
保
す

る
取
組
み
を
進
め
て
い
る
。

③
基
礎
年
金
の
納
付
上
限
（
480
月
）

を
延
長
し
、
延
長
月
数
に
合
わ
せ

て
年
金
を
増
額
す
る
こ
と
。
当
面
、

少
な
く
と
も
65
歳
ま
で
の
厚
生
年

金
加
入
期
間
を
対
象
と
す
る
こ
と
。

◆
年
金
制
度
は
、
年
金
生
活
者
と

現
役
世
代
の
理
解
を
十
分
に
得
る

こ
と
が
必
要
。制
度
改
正
に
当
た
っ

て
は
、
社
会
保
障
審
議
会
年
金
部

会
等
で
の
十
分
な
議
論
が
必
要
。

◆
雇
用
の
安
定
・
質
向
上
、
賃
金

改
善
へ
、
地
方
公
務
員
の
臨
時
・

非
常
勤
職
員
に
適
正
な
任
用
を
確

保
す
る
た
め
、
20
年
か
ら
会
計
年

度
任
用
職
員
制
度
が
導
入
さ
れ
た
。

ま
た
、
23
年
か
ら
公
務
員
の
定
年

を
段
階
的
に
65
歳
ま
で
引
上
げ
る
。

◆
今
後
も
引
き
続
き
、
社
会
保
障

審
議
会
年
金
部
会
等
に
お
け
る
検

討
の
状
況
を
、
十
分
注
視
し
た
い
。

◆
地
方
公
務
員
共
済
組
合
の
積
立

金
運
用
は
最
低
限
の
リ
ス
ク
で
の

利
回
り
確
保
を
目
的
に
、
政
府
指

針
の
下
、
適
正
に
行
わ
れ
て
い
る
。

◆
国
連
「
責
任
投
資
原
則
」
の
趣

年
金
積
立
金
の
運
用
方
法

沖
縄
の
追
加
費
用
削
減
緩
和

生
活
保
護
・
生
活
困
難
者
自
立

地
域
包
括
ケ
ア
ネ
�
ト
整
備

ジ
�
ン
ダ
�
・
デ
ジ
タ
ル
化
・
脱
原
発

ふ
る
さ
と
納
税　
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サ
ン
ケ
ン
争
議
で
不
当
逮
捕
・

起
訴
さ
れ
、
６
个
月
も
長
期
勾
留

さ
れ
て
い
る
退
職
者
会
会
員
で
も

あ
る
尾
澤
孝
司
さ
ん
の
早
期
釈
放

を
求
め
る
署
名
を
、
全
労
協
・
東

京
清
掃
の
取
組
み
に
呼
応
し
て
行

い
ま
し
た
。
短
期
間
の
取
組
み
で

し
た
が
、
35
名
、
32
枚
、
106
筆
の

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

こ
と
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

﹁
尾
澤
孝
司
さ
ん

の
早
期
釈
放
を

求
め
る
署
名
﹂
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

福
島
第
一
原
発
事
故
に
伴
い
発

生
し
た
「
ト
リ
チ
ウ
ム
を
含
む
Ａ

Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
」
の
危
険
性
は
各

方
面
か
ら
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
マ

ス
メ
デ
ィ
ア
も
報
道
し
て
い
ま
す
。

フ
ク
シ
マ
の
被
害
者
の
声
を
反
映

さ
せ
る
た
め
取
組
ん
で
い
る
「
処

理
水
の
海
洋
投
入
方
針
再
検
討
を

求
め
る
署
名
」
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。
締
切
は
12
月
10
日
で
す
。

﹁
福
島
第
一
原
発
事
故

汚
染
水
海
洋
投
入
の
再
検

討
を
求
め
る
署
名
﹂
に

　
　

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

10
月
20
日
、
特
別
区
人
事
委

員
会
は
、
①
月
例
給
据
置
き
、
②

特
別
給
０
・
15
月
減
の
給
与
勧
告

を
行
い
ま
し
た
。
年
間
支
給
額
は

５
万
９
千
円
減
、
コ
ロ
ナ
禍
で
区

民
の
た
め
懸
命
に
頑
張
っ
て
い
る

職
員
に
対
し
、
あ
ま
り
に
も
冷
酷

な
大
幅
マ
イ
ナ
ス
勧
告
で
す
。

　

ま
た
、
再
来
年
度
か
ら
導
入
さ

れ
る
定
年
延
長
に
関
し
、「
給
料
は

60
歳
前
の
７
割
水
準
」
と
い
う
意

見
を
示
し
ま
し
た
。
東
京
清
掃
は

「
７
割
で
は
ほ
と
ん
ど
の
職
員
が
再

任
用
の
月
例
給
を
下
回
る
」
と
、

そ
の
問
題
点
を
指
摘
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
賃
金
闘
争
の
課
題
は
、

①
一
時
金
の
削
減
反
対
、
②
行
政

職
に
比
べ
て
低
い
現
業
賃
金
の
改

善
、
③
定
年
延
長
制
の
給
与
水
準

改
善
、
④
担
当
技
能
長
制
の
各
区

に
お
け
る
確
実
な
実
施
な
ど
で
す
。

　

厳
し
い
闘
い
に
な
る
と
思
い
ま

す
が
、
退
職
者
会
は
現
役
世
代
の

闘
い
を
応
援
し
ま
す
。ガ
ン
バ
レ
！

特別区人事委員会勧告
１．月例給　△ 94 円（△ 0.02％）
　＊公民較差が僅少なため、改定を行わない
２．特別給　0.15 月引下げ（4.6 月→ 4.45 月）
　＊期末手当から差引き
　＊職員の平均年間給与は５万９千円減
３．本年の公民較差算出と差額支給（解消）

＊本年の勧告は、（18 年実施の行政系人事・
給与制度改正に伴う）差額支給者（給料
月額が最高号給の金額を超えて差額を支
給されている職員）を除外して公民較差
を算出した。差額支給者を除外しない場
合の公民較差は△ 2,347 円である。

＊差額支給者は着実な解消を図るべきだが、
本年４月１日時点で 1,443 人、減少数は
375 人、任用面により解消されたのは昇
任者 54 人に過ぎず、解消に向けて十分
な措置が講じられたとは言えない。引き
続き、差額支給の着実な解消に向けて、
より一層の積極的な取組を講じられたい。

４．実施時期　　条例の公布の日
５．定年引上げに関する意見

＊少子高齢化に伴い高齢層職員の能力、豊
富な知識・経験を活用することが不可欠

＊改正地方公務員法により定年が原則 65
歳に引き上げられる。定年引上げと新た
な制度等の円滑な導入を図ることが必要

＊役職定年制は、制度趣旨を踏まえて円滑
な導入を図り、事務事業や区民サービス
提供に影響を及ぼさないよう留意が必要

＊ 60 歳を超える職員の給料は、当分の間、
60 歳前の７割水準に設定することが適当

東
京
清
掃
賃
金
確
定
闘
争
に
固
く
連
帯

写真は東京清掃より提供
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10
月
17
日
、
25
年
連
続
と
な
る

東
京
清
掃
と
清
掃
・
人
権
交
流
会

の
狭
山
現
地
調
査
が
行
な
わ
れ
た
。

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
ほ
と
ん
ど
の

狭
山
現
調
が
中
止
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
い
る
中
、
途
切
れ
る
こ
と
な

く
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

今
年
も
清
掃
の
若
手
が
多
数
参

加
、
市
民
の
参
加
も
多
く
、
総
勢

36
名
。
し
か
も
初
参
加
の
方
が
半

数
の
18
名
、
う
れ
し
い
こ
と
だ
。

　

小
雨
が
降
る
中
、
石
川
一
雄
さ

ん
早
智
子
さ
ん
が
駆
け
つ
け
、
挨

拶
を
い
た
だ
け
た
。
コ
ロ
ナ
感
染

予
防
の
た
め
外
に
出
な
い
一
雄
さ

ん
が
富
士
見
集
会
所
で
挨
拶
す
る

の
は
２
年
ぶ
り
と
の
こ
と
、「
百
歳

ま
で
生
き
て
闘
い
続
け
る
！
」
と
、

興
奮
気
味
に
語
る
一
雄
さ
ん
の
元

気
な
姿
に
参
加
者
一
同
感
激
し
た
。

　

部
落
解
放
同
盟
都
連
の
近
藤
さ

ん
か
ら
狭
山
闘
争
の
経
過
と
到
達

点
な
ど
の
説
明
を
受
け
た
後
、
２

班
に
分
か
れ
て
現
地
調
査
に
出
発
。

退
職
者
会
の
郡
司
さ
ん
も
現
地
案

内
の
講
師
を
務
め
た
。雨
の
上
が
っ

た
狭
山
の
地
で
石
川
さ
ん
の
無
実

を
し
っ
か
り
確
認
で
き
た
。

　

63
年
５
月
、
埼
玉
県
狭
山
市
で

お
き
た
女
子
高
校
生
殺
害
事
件
、

い
わ
ゆ
る
狭
山
事
件
、
石
川
一
雄

さ
ん
が
冤
罪
を
叫
び
続
け
て
58
年
、

事
件
当
時
24
歳
だ
っ
た
青
年
は
既

に
82
歳
に
な
っ
た
。

　

不
当
判
決
か
ら
47
年
、
現
在
、

第
三
次
再
審
請
求
を
闘
っ
て
い
る
。

検
察
が
隠
し
持
っ
て
い
た
証
拠
を

も
と
に
、
弁
護
団
は
246
点
も
の
新

証
拠
を
提
出
し
、
脅
迫
状
の
筆
跡

や
被
害
者
の
も
の
と
さ
れ
た
万
年

筆
の
科
学
的
な
鑑
定
な
ど
に
よ
り
、

間
違
い
な
く
石
川
さ
ん
は
無
実
だ

と
証
明
し
て
き
て
い
る
。
こ
れ
に

対
し
検
察
は
ま
と
も
な
反
論
を
で

き
ず
、
時
間
引
き
延
ば
し
を
し
て

あ
が
い
て
い
る
。
最
早
、
再
審
開

始
を
決
定
で
き
な
い
理
由
は
な
い
。

　

10
月
29
日
、
日
比
谷
野
外
音
楽

堂
に
全
国
か
ら
約
千
人
が
集
ま
り
、

山
場
が
迫
っ
て
い
る
再
審
開
始
を

求
め
て
狭
山
集
会
が
行
な
わ
れ
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
昨
年
か
ら
全
国
集
会

が
行
な
わ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
２

年
ぶ
り
の
大
集
会
だ
っ
た
。

　

こ
れ
ま
で
感
染
予
防
の
た
め
自

宅
に
こ
も
っ
て
い
た
石
川
さ
ん
が

登
場
し
、
元
気
な
声
で
ア
ピ
ー
ル

す
る
と
、
会
場
中
が
拍
手
に
包
ま

れ
た
。
感
動
的
な
シ
ー
ン
だ
っ
た
。

　

弁
護
団
は
裁
判
所
へ
科
学
的
鑑

定
を
し
た
鑑
定
人
に
対
す
る
証
人

尋
問
を
求
め
、
再
審
開
始
の
決
定

を
勝
ち
取
る
決
意
を
示
し
た
。

　

何
と
し
て
も
再
審
開
始
を
東
京

高
裁
に
決
定
さ
せ
、
無
実
の
石
川

さ
ん
の
完
全
無
罪
を
勝
ち
取
る
た

め
に
、
私
た
ち
も
力
を
合
わ
せ
て

い
き
た
い
と
思
う
。

　

現
地
調
査
を
終
り

感
想
等
を
語
る
中
、

初
々
し
い
若
手
か
ら

「
狭
山
に
目
覚
め
て

こ
れ
か
ら
も
闘
う
」

と
力
強
い
決
意
も
語

ら
れ
た
。「
継
続
は

力
な
り
」
を
実
感
で

き
た
現
調
だ
っ
た
。

一
日
も
早
く
、
石
川
一
雄
さ
ん
の
完
全
無
罪
を
勝
ち
取
ろ
う
！

清
掃
・
人
権
交
流
会
会
長　

押
田
五
郎

25
年
目
の
清
掃
・
狭
山
現
調

事
件
か
ら
58
年
！
狭
山

事
件
の
再
審
開
始
を
！

石川一雄さんと早智子さん

石川一雄さんを犯人と断じた　　
最有力証拠「万年筆」発見場所の

　　　矛盾点を説明する筆者

石川一雄さんと　
２年ぶりに逢えた

２
年
ぶ
り
に
狭
山
集
会
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衆
議
院
議
員
選
挙
告
示
日
の
10

月
19
日
、
国
会
議
員
会
館
前
19
日

行
動
が
開
か
れ
、
主
催
者
は
「
市

民
と
野
党
の
共
闘
で
政
権
交
代
を
」

と
訴
え
、
立
憲
野
党
も
呼
応
す
る

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ
ま
し
た
。

　

市
民
か
ら
、
沖
縄
の
具
志
堅
隆

松
さ
ん
は
「
沖
縄
戦
で
亡
く
な
っ

た
戦
死
者
が
埋
ま
る
土
を
辺
野
古

新
基
地
建
設
に
使
う
な
、
と
い
う

意
見
書
採
択
が
全
国
の
自
治
体
で

広
が
っ
て
い
る
。」
と
紹
介
。
そ
の

他
、「
性
暴
力
を
自
民
党
的
政
治
が

助
長
し
て
い
る
」
と
、
政
治
を
変

え
る
必
要
性
が
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

「
暗
黒
の
９
年
間
」
を

終
わ
ら
せ
よ
う
！

　
「
一
人
の
首
切
り
も
許
さ
な
い
、

権
利
は
譲
れ
な
い
」、
東
京
総
行
動

が
、
10
月
29
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ク
ッ
キ
・
チ
ュ
ー
先
生
を
パ
ワ

ハ
ラ
の
末
、
不
当
解
雇
し
、
団
交

や
裁
判
で
不
誠
実
な
態
度
に
終
始

す
る
上
智
大
学
の
前
で
、
登
校
す

る
学
生
た
ち
の
注
目
の
中
、
解
雇

撤
回
と
謝
罪
を
求
め
ま
し
た
。「
上

不
当
解
雇
を
撤
回
し
ろ
！

　

サ
ン
ケ
ン
本
社
は
、
労
組
を
忌

避
し
韓
国
サ
ン
ケ
ン
を
廃
業
、
全

組
合
員
を
解
雇
す
る
一
方
、
Ｌ
Ｇ

電
子
と
別
会
社
づ
く
り
を
進
め
て

い
ま
す
。偽
装
解
散
で
す
。そ
の
上
、

威
力
業
務
妨
害
を
で
っ
ち
上
げ「
支

援
す
る
会
」
中
心
メ
ン
バ
ー
の
尾

澤
孝
司
さ
ん
を
不
当
逮
捕
さ
せ
ま

し
た
。
サ
ン
ケ
ン
東
京
事
務
所
前

で
、
コ
ロ
ナ
禍
で
来
日
で
き
な
い

韓
国
の
争
議
団
の
声
を
背
景
に「
不

当
解
雇
撤
回
」
を
訴
え
ま
し
た
。

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
ト
ヨ
タ
が
組
合
潰

し
を
目
的
に
237
名
を
不
当
解
雇
し

て
か
ら
20
年
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
（
国
際
労
働

機
関
）
が
「
解
雇
不
当
」
を
勧
告

し
、Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ（
経
済
協
力
開
発
機
構
）

が
「
多
国
籍
企
業
行
動
指
針
遵
守
」

を
勧
告
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

ト
ヨ
タ
は
、
争
議
の
解
決
ど
こ
ろ

か
謝
罪
す
ら
拒
否
し
て
い
ま
す
。

　

国
連
の
「
ビ
ジ
ネ
ス
と
人
権
に

関
す
る
指
導
原
則
」
に
従
う
と
し

た
ト
ヨ
タ
に
は
労
働
者
の
権
利
を

守
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。「
ト
ヨ
タ

は
解
雇
を
撤
回
し
、
謝
罪
し
ろ
！
」

智
大
学
は
不
当
解

雇
を
撤
回
し
ろ
！
」

クッキ・チュー先生

尾澤孝司さんのつれあい
尾澤邦子さんも訴え

上
智
大
学
は
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に

よ
る
不
当
解
雇
を
撤
回
し
ろ
！

サ
ン
ケ
ン
は
不
当
解
雇
を
撤
回

し
、
尾
澤
幸
司
さ
ん
を
返
せ
！

ト
ヨ
タ
は
国
際
機
関
の
勧
告
を

守
り
、
不
当
解
雇
を
撤
回
し
ろ
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車
保
険
加
入
を
義
務
化
し
て
い
ま

す
。「
安
心
総
合
共
済
」
は
、
自
転

車
保
険
に
該
当
し
て
お
り
、
安
心

を
お
届
け
で
き
ま
す
。

　

新
規
加
入
し
た
方
に
は
、
５
千

円
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
も
あ
り
ま

安心総合共済
安い掛金で大きなメリット 　

全
日
本
自
治
体
退
職

者
会
が
取
り
扱
う
会
員

向
け
損
害
保
険
「
安
心

療
機
関
案
内
、
③
予
約
制
専

門
医
相
談
、
④
転
医
・
患
者

移
送
手
配
な
ど
に
対
応
す

る
「
メ
デ
ィ
カ
ル
ア
シ
ス
ト
」

は
、
非
常
に
便
利
で
す
。
他

社
の
損
害
保
険
で
は
ほ
と
ん

ど
が
有
料
で
す
が
、「
安
心

総
合
共
済
」
は
無
料
、
そ
の

上
、
法
律
・
税
務
相
談
や
社

会
保
険
の
相
談
、
電
話
介
護

相
談
な
ど
の
「
デ
イ
リ
ー
サ

ポ
ー
ト
」
と
「
介
護
ア
シ
ス

ト
」
も
つ
い
て
い
ま
す
。

■掛金と保障金額

安
心
共
済
は
お
得

５
千
円
バ
ッ
ク
で
さ
ら
に
お
得

新規加入した方へ

５千円キャッシュバッ
ク

総
合
共
済
」
は
、
高

い
団
体
割
引
率
が
適

用
さ
れ
て
掛
金
が
安

く
、
加
入
に
あ
た
っ

て
の
年
齢
制
限
が
な

く
、
医
師
の
審
査
も

不
要
（
が
ん
補
償
を

除
く
）
な
ど
、メ
リ
ッ

ト
が
一
杯
で
す
。

　

加
入
に
あ
た
り
、

「
本
人
型
」「
夫
婦
型
」

を
選
び
、「
傷
害
天
災

補
償
」
の
有
・
無
を

選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

■３つの基本補償

③携行品損害
住宅外で家財が損傷した場
合の補償。最大 50 万円。

①障害事故
日常生活のケガに対する補
償。通院でも１日目から補
償。（病気は対象外です。）

②賠償事故
個人賠償責任の補償。国
内無制限、国外１億円ま
で（同居の家族も補償）。

オプション（別途追加保険料）

がん補償（89 歳まで）、ホー
ルインワン・アルバトロス費
用もあります。

　

ま
た
、
①
緊
急

医
療
相
談
、
②
医
　

東
京
都
は
自
転

自
転
車
保
険
に
該
当

す
か
ら
、
さ
ら
に
お
得
で
す
。

　

再
任
用
組
合
員
は
退
職
者
会
の

準
会
員
で
す
の
で
、「
安
心
総
合
共

済
」
に
加
入
で
き
ま
す
。
勿
論
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
も
対
象
に
な

り
ま
す
。
是
非
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

再
任
用
の
方
も
加
入
で
き
ま
す


